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研究成果の概要：ユダヤ神学との関連で理解されてきたベンヤミンの時間論に、パウロやイエ

スの影響を確認し、「暴力批判論」の神的暴力の思想も含めキリスト教的に読み解く可能性を見

出した。戦時下日本の宗教思想の分析から、神や仏の超越の経験が犠牲の観念を介して世俗国

家へと内在化されることを確認し、キルケゴールのアブラハム的決断の思想を引くシュミット、

ベンヤミン、デリダ等の系譜にその批判の方途が見出せることを確認した。 
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１．研究開始当初の背景 

そもそもなぜいま「宗教」を問うのか？な

ぜ「宗教」を現代哲学によって根本から問い

直す必要があるのか？ 

今日の世界で激化している「文明の衝突」、

民族紛争、ナショナリズムのぶつかり合いの

背景には「宗教」の存在がある。パレスチナ

紛争、カシミール紛争、チベット問題などは

もとより、社会主義圏の崩壊過程で生じた旧

ユーゴスラヴィア紛争、チェチェン紛争など

１９９０年代から宗教的相違を背景とした

民族紛争が急増し、そして２００１年の

「9.11事件」以降、アフガニスタン戦争、イ

ラク戦争など米国ブッシュ政権が発動した

「対テロ戦争」によって、世界全体がユダ

ヤ・キリスト教原理主義とイスラム原理主義
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の対立に巻き込まれたかの様相を呈してい

る。また、日本と中国・韓国などとの間でナ

ショナリズムの対立の象徴となっている「靖

国問題」を見れば、その根底に、神道のみな

らず日本と東アジアにおける宗教的伝統の

問題や、国家と宗教の関係の問題が存在する

ことは明らかである。 

このような「宗教」を背景とする危機の克

服をめざすためには、近代の知や思想が持っ

ていた宗教否定、宗教を過去の遺物とみなす

ような態度を根本的に変更し、人間が「宗教」

を欲し、必要とするのはなぜか、日常的意識

や知や文化の他の形態と宗教との本質的差

異はどこにあるのか、文明間、民族間の対立

ではなく逆に和解の道を開くために「宗教」

の中にいかなる可能性が存在するのか、とい

ったことを哲学的に解明し理解する必要が

ある。本研究は、こうした関心に動機づけら

れたものである。 

２．研究の目的 

本研究の目的は、現代世界において著しく

重要性を増している「宗教」の本質と、現代

の知および人間にとって「宗教」が持つ意味

について、現代哲学の総力をあげて究明する

研究の第一歩を記すことにあった。そのため

に本研究は、宗教的経験の独自性をその「時

間」性、「超域」性、「倫理」性という３つの

観点から哲学的に解明することをめざした。 

３．研究の方法 

第一に、ハイデガーが「現存在の存在の意

味」を「時間性」としたように、宗教的存在

の本質はその「時間」経験に集約的に現われ

ると考えられる。この点で本研究は、二十世

紀の歴史的経験の中から登場した W.ベンヤ

ミン、E.レヴィナス、J.デリダ、J.アガンベ

ンといった重要な哲学者たちがそろって「メ

シア的時間」を問題にしたことに注目する。

レヴィナスがユダヤ教を背景としているの

に対して、J.アガンベンはその主著『残りの

時間』（2000）においてベンヤミンの「今の

とき」（Jetztzeit）の思想の背景にパウロの

メシアニズムがあったことを明らかにし、そ

の現代的意義を説くに至った。ハイデガーが

その宗教現象学において展開したパウロの

「生の様式」の解釈も、この文脈で再検討を

要する。またJ.デリダは、イスラム教を含め

た「聖書の宗教」をアブラハム的宗教と呼び、

その時間経験を普遍化し、「メシアニズム」

と区別された「メシア的なもの」を、脱構築

（ディコンストラクション）の経験と同一視

している。本研究は、これらの「メシア的時

間」の思想の意味を究明し、それが真に普遍

性を持つ宗教的時間性なのか、仏教やその他

の宗教における時間性との異同はどうなっ

ているのかを究明する。 

第二に、ユダヤ・キリスト・イスラム教で

あれ、仏教であれ、神仏の「超越」を語る点

では共通している。この場合の「超越」とは

「自我」の「内在」に対する絶対他者のそれ

であったり、「国家」や「世俗」や「自然」

の「内在」に対する宗教のそれであったりす

る。近代の人間中心主義や主観主義・主体主

義哲学によって、あるいは「世俗化」や「脱

魔術化」の進展によって一旦は否定され、「内

在」に還元されたかに思われた「超越」は、

はたして宗教において真に「超越」でありう

るのか？ 科学的な「自然」への還元主義、

近代「国家」の主権性に対して、宗教的経験

の「超越」性がいかに確保されるのかを明ら

かにすることは、重要な課題である。 

 この文脈で、スピノザ、カント、ヘーゲル、

キルケゴール、ウィトゲンシュタインらの哲

学における「内在」と「超越」の関係を、宗

教的「超越」との関係で再検討する作業も必

要となる。 

 第三に、宗教は「超越」の経験に極まるだ



 

 

けでなく、「超越」を介して「世俗」に関わ

るとき、「倫理」的なものに新たな地平を拓

く。宗教が、現代世界において「文明の衝突」、

民族紛争、ナショナリズムのぶつかり合いの

動因となるのではなく、文明間、国家間、民

族間の和解と共存の可能性を拓くために、宗

教的経験はどのような「倫理」を可能にする

のか？ こうした観点から、東西の宗教的経

験における「愛」、「慈悲」、「救済」、「贖い」、

「赦し」、「喪」、「贈与」、「歓待」といった思

想の本質を究明する。 

４．研究成果 

（１）平成１８年度 

①「メシア的時間性」としての「今」につい

て。大貫隆の聖書学研究により、イエスの生

前の根源的経験とイエスの磔刑後に成立し

たキリスト教の物語の差異が明らかにされ、

その中でイエスの「神の国」における時間経

験が（過去が現在に先回りして未来から現在

に到来する）というかたちをもつ「全時的今」

であることが明らかになった。この「全時的

今」はいわゆる「永遠の現在」とは異なり、 

現代のW.ベンヤミンの歴史哲学における「今

の時」（Jetztzeit）に近く、ベンヤミンの歴

史哲学の背後に独自のイエス解釈が存在す

る可能性もたかまった。この新しい知見は、

さらにデリダ、アガンベンらの時間論との比

較検討を進めることによって、大きく発展す

る可能性をもつ。 

②犠牲（サクリファイス）の観念による「超

越」の「内在」化。第２次世界大戦中の日本

のキリスト教、仏教、および靖国思想の重要

資料を分析することを通じて、神や仏の「超

域」の経験が、「自己犠牲」の観念を媒介と

して、世俗国家へと「内在」化されていくプ

ロセスが明らかになってきた。この「自己犠

牲」の観念が、キリスト教ではイエスの死後

の「贖罪」信仰の成立により、また仏教では

「捨身飼虎」など釈迦の本生譚に見られる多

くの説話の伝承により、キリスト教や仏教の

伝統に根ざすものであることも判明した。宗

教的な「超域」の経験を、いかにして「犠牲」

の理論から解放するかを問うことの必要性

が明らかになった。 

（２）平成１９年度 

前年度の研究で課題となったベンヤミン

の歴史哲学とイエスないしキリスト教との

関係を検討し、従来ユダヤ神学の影響だけが

議論されてきたベンヤミンのメシアニズム

をイエスおよびパウロのキリスト教の視点

から読み解く必要が一層明らかになった。ベ

ンヤミンの「歴史哲学テーゼ」に登場する「せ

むしの小人」がパウロではないかという大貫

の仮説が検討され、それを確認するためにも、

初期ベンヤミンの「暴力批判論」に登場する

「神的暴力」とキリスト教との関係の究明が

ポイントであると暫定的な結論に至った。 

 ベンヤミン「暴力批判論」は暴力と法およ

び正義との関係を追究しつつ「神」の「正義」

にかかわる「神的暴力」の概念を導入したも

ので、ここからも、本研究のテーマの一つで

ある宗教における倫理の問題系との関係が

浮上してきた。前年度に問題化した「犠牲」

の論理との関係で、ベンヤミンが「犠牲を要

求する」「神話的暴力」と「犠牲を受け入れ

る」「神的暴力」を区別する場合の後者の「犠

牲」の意味を、宗教的経験の具体的な場面で

どう解釈できるかが重要な課題であること

が明らかになった。 

 この年度の大きな成果は、キルケゴールに

おける「信仰」と「責任」の逆説の意味を、

「犠牲」の問題とも絡めて新たに照射する可

能性が開けた点である。キルケゴールはカン

ト的およびへーゲル的な「普遍性」の倫理を

「信仰の騎士」の立場から超越するが、それ

はシュミットやベンヤミン、さらにデリダや



 

 

アガンベン等、現代の決断主義の思想系譜の

先駆と考えられること、しかも、キルケゴー

ル的「決断」は単に「倫理」を放棄するので

はなく、従来軽視されてきた『キリスト教の

修錬』等の著作を精読すれば、「普遍的」な

「倫理」と化した現代のキリスト教会を「勝

利の教会」として批判しつつ、単独者のつな

がりあう「闘う教会」の理念を通して、現代

批判の新たな「倫理」を提起していることが

明らかになった。 

（３）平成２０年度 

宗教的経験における超域と倫理の問題に

関して、今年度は特に１）ベンヤミンにおけ

る「神的暴力」の概念の解明と、２）キルケ

ゴールにおける倫理と信仰の関係の解明に

重点を置く計画であった。 

①� ベンヤミンにおける「神的暴力」の概念

の解明 

「神的暴力」の原語götliche Gewaltの

Gewaltを、従来のように日本語の「暴力」に

近い意味ではなくドイツ語で元来そうであ

るように「権力」「支配」の意味を強調して

読むことで、従来まったく不明であったこの

概念の意味がはじめて了解されるのではな

いか、という仮説を得るに至った。ベンヤミ

ンのテクストと同時期に刊行されたカー

ル・バルトの『ローマ書講解』にも、「神の

力と支配」Gottes Macht und Gewalt 等の

用例があることからすると、「神的暴力」は

むしろ聖書の最重要用語である「神の支配＝

神の国」basileia tou theouの線で解釈すべ

きではないか。すると、「神的暴力」は単に

いわゆる「暴力的」現象ではなく、裁き、赦

し、恵みといった「神の義」dikaiosyune tou 

theou全体をさすとも考えられる。「法的暴

力」「神話的暴力」と訳されてきた概念、そ

して『暴力批判論』というテクストのタイト

ルも含め、統一的読み直しを可能とする仮説

を得たことは大きな成果と言える。 

②キルケゴールにおける倫理と信仰の関係

の解明 

キルケゴールによる創世記２２章の解釈、

すなわちアブラハムのイサク奉献の決断に

関する解釈をめぐって、普遍的な倫理のレベ

ルを超えた、唯一者に対する単独者の決断を

信仰の本質とするキルケゴールの解釈が、プ

ロテスタント、カトリック、ユダヤ思想の枠

を超えて、カール・シュミット、ベンヤミン、 

デリダなどの「決断」の思想の原型であると

いう結論を得た。さらに、これらの思想に共

通する「メシア的なもの」としての「瞬間」

の時間論と、福音書のイエスの「山上の垂訓」

に見られるような現在中心的な時間論とが、

どのように整合し、それが倫理的な責任の思

想にどのような相違をもたらすのかを検討

したが、結論は今後の課題となった。 
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